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令和２年度総務省予算概算要求

地域IoT実装・共同利用総合支援施策
9.7億円（3.5億円）

地域におけるIoT等の実装を推進するとともに、地方公共団
体におけるAI導入を推進するため、AI・IoT等の革新的技術
（地域IoT)の実装計画の策定支援、初期投資等に対する補助
等、地方公共団体等に対して総合的に支援を実施

概 要： (      )内は令和元年度予算額

農業分野におけるＩＣＴ/ＩｏＴ利活用に対する財政支援①



2農業分野におけるＩＣＴ/ＩｏＴ利活用に対する財政支援②

●事業概要
スマート農業・林業・漁業など「分野別モデル」の普及展開を推進するため、

分野別モデルの横展開に取り組む地域に対して、初期投資・連携体制の
構築等にかかる経費を補助。

●事業スキーム
①補助対象：都道府県及び指定都市を除く地方公共団体、株式会社、特
例有限会社、農業協同組合、農業協同組合連合会、農事組合法人、農
業協同組合中央会等

②補助率：都道府県及び指定都市を除く地方公共団体並びに民間事業
者については、事業費の１／２補助（補助額上限2,000万円）

令和元年度の例

地域ＩｏＴ実装推進事業として、平成31年4月1日から5月31日まで公募。

令和2年度は変更の可能性あり。
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農業分野のモデル



4令和元年度地域ＩｏＴ実装推進事業実施予定団体(スマート農林水産業)



5令和元年度地域ＩｏＴ実装推進事業実施予定団体(スマート農林水産業)



6令和元年度地域ＩｏＴ実装推進事業実施予定団体(スマート農林水産業)



7令和元年度地域ＩｏＴ実装推進事業実施予定団体(スマート農林水産業)



8令和元年度地域ＩｏＴ実装推進事業実施予定団体(スマート農林水産業)



9令和元年度地域ＩｏＴ実装推進事業実施予定団体(スマート農林水産業)



10

 センサで収集したデータを分析し、茶を中心とした栽培環境に応じた営農情報を生産者に発信することによ
り、精度の高い栽培管理を実現し、農作業を効率化。

 蓄積したデータは、栽培技術の向上および継承、複合作物への栽培転換等に活用。

3G/4G
携帯電話
回線

複数台の
ゲートウェイ

温度
湿度
⽇射照度
⼟壌⽔分
EC
地温等

農業情報
プラットフォーム

環境データ、栽培管理作
業、経験や勘といった知

⾒等
↓

植物科学的観点で整理・
分析・解析
↓

栽培マニュアル化

川根茶

︕

栽培マニュアルに基づく
営農情報およびアドバイス

⽣産者から
フィードバック

農地20ヶ所にセン
サを設置

920MHz帯
（特定⼩電
⼒無線）

ネットワーク

データ閲覧

システムの利用者
２０名

平成30年度地域ＩｏＴ実装推進事業実施団体(静岡県川根本町)
-ＩｏＴで拓く新しい川根本町の農業-
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畜産モデル

簡易気象計

葉物野菜モデル

葉物野菜では特定小電力無線技術を用いたセンサー機器を活用し、生産性の向上や収量向上、施肥コ
スト削減などを図る。

畜産では豚舎周辺に気象センサーを設置し、風向を把握することにより、状況に応じて使用している
消臭液のコスト削減を図る。

４ ０本の土壌セン
サー、１本の気象セ
ンサー、１基のデー
タ収集装置を設置し、
データ取得ができる
ことを確認。

４本の気象センサー
を設置。

平成30年度地域ＩｏＴ実装推進事業実施団体(愛知県幸田町)
-農業センサーを活用した葉物野菜栽培、畜産、水田における生産効率向上-
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ご質問やご相談があれば、お気軽にご連絡ください。

総務省東海総合通信局
情報通信振興課

電話：052-971-940５

電子メール：tokai-shinko@soumu.go.jp


